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自己評価の結果について    令和 ４年度   （公表シート 様式 ４）       

学校法人旭川カトリック学園  留萌聖園幼稚園 

１．本園の教育目標 

キリスト教の精神と理念に基づいて、他者に対する思いやりと自己犠牲の精神を育む。幼児の主体的な活

動としての遊びを十分に確保し、遊びを通して周りの世界に興味をもち、探索し、思考する過程を大切にした
教育を目指している。また、幼児期にふさわしい生活が展開されるように、園児と教師の間の信頼関係に支え
られた生活、興味や関心に基づいた直接的な体験が得られる生活、友達と十分にかかわって展開する生活
がなされるように配慮した幼児教育を目指している。 

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画 

・当園の教育の柱となっている、キリスト教の精神と理念に基づいた宗教教育（特に「いのちの尊厳」）

が、子ども達の心に深く根付くために、引き続き、より伝わりやすい工夫を検討しながら進めて行く。 
・特別な支援を必要とする子どもだけではなく、全ての子ども達に目が行き届く様、より良い環境の整備
と、必要な人材の確保に努める。 
・『小１プロブレム』に対する理解を深め、小学校へのスムーズな接続と、アプローチカリキュラムの計
画的な導入による教育の質の向上を図って行く。 
・引き続き、安全な保育環境の整備と見直し、事故・ケガの防止に最大限努める。 
・運動機能の個人差（体力の低下や筋力・体幹の弱さ）を保育者がよく理解し、日常の保育の中で積極的
に「体作り」に取り組んで行く。 
・子ども達が地域社会の一員である事を分かりやすく伝える。難しい状況下ではあるが出来る範囲で、地

域社会で生活する人々、働く人々を知る機会を設け関われる活動をして行く。また、引き続き「留萌」の
良さを子ども達に伝え、体験を通して感じる機会を積極的に作っていく。 
・「いのちの尊さ」を伝える体験型保育や、音楽鑑賞・芸術鑑賞などの情操教育の機会も内容を吟味しな
がら継続して行っていく。 
・長引くコロナ禍が「当たり前」になりつつある中で、行事や保育の見直しや、新しい形での実施を模索
しながら、コロナ禍の経験を活かした準備や練習、効率よく行うための工夫にさらに力を入れて行く。 
・子育てに対する保護者の悩みや不安を真摯に受け止め、一緒に考え、子ども達の健やかな成長の手助け
となれる様、体制を整えていく。 
・園内の資源（保育者一人ひとりの得意分野や能力）を活用し、計画的に園内研修に取り入れながら、保

育者間の保育技術の共有や継承、連携強化の徹底に努める。また、リモート研修等を有効に活用し、保育
者の専門性の習得、園全体の保育の質の向上をめざす。 
・働き方改革を推進させる上で、職員の勤務体制の見直しや職場内の働き方の問題点を検証し、職員が働
きやすく、やり甲斐のある職場環境作りを目指す。また保育者一人ひとりが、心に余裕を持って保育にあ
たることで、子ども達に良い影響を与えることが出来る様に、繰り返し見直しをしながら進めて行く。 
・預かり保育を利用する子どもの増加に伴い、保護者が安心して子どもを預けられるよう、担当職員の増
員などの環境整備を図る。 

３．評価項目の達成及び取組み状況  

評 価 項 目 ・ 目 標 取 組 み 状 況 

１ 保育の計画性  
保育内容及び指導の在り方等を精査

し、指導計画を策定し、教育内容の充

実を図る。 

コロナ禍の保育も３年目となり、感染予防（手洗い・うがい・消毒・默

食等）に関しては、子ども達にとっては当たり前になって来ており、徹底

されていると感じる。保育内容や行事も、出来る事と難しい事の線引きが

明確化し、職員一人ひとりに、事前にある程度の対応策を考え準備する事

や、急な変更等にも対応出来る力が付いてきていると思われる。また、制

限がある中でも、出来る限りの保育活動、行事を行うための企画・計画を

立て、子ども達にとっては不足無く経験を積み重ねる事が出来たと感じて

いる。昨年度の反省としてあがっていた「保育環境の構成、子ども達が十

分遊び込めるための設定」は、園内に活動を継続して行える環境（場所）
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の確保が難しい事もあり、なかなか思うように反省が活かされていない現

状だが、少子化に伴う園児数の減少が避けられない中で、今後はその分一

人あたりのスペースに余裕が出来ると前向きに考え、今までには出来なか

った形の保育活動を展開して行けるように工夫し、充実を図って行く。 

２ 保育の在り方、幼児への対応 
安全管理の徹底、幼児理解の向上、

子育て支援その他の充実を図る。 

園児の安全管理に関しては、従来の安全管理マニュアル、危機管理マニュ

アルに加え、送迎バスの運行規定および安全管理マニュアルの作成、「ケガ

の対応や応急処置について・体調が悪い時の対応について」を文章化し、どの

職員も同じ対応が出来る様に周知した。しかしながら今年度は、コロナ禍の影

響なのか、子ども達の体力・運動能力の低下、反射神経の鈍さが多少なりとも

感じられ、「転倒」や「遊びの中で子ども同士がぶつかる」「階段でつまずく」な

どの理由による打撲等が多く見られたため、その都度職員の配置の見直しを

行ってきた。また、保護者からの相談等には、直ちに面談の場を設定するなど

して、迅速な対応を心掛けた。ただ、全ての問題が解決している訳ではなく、ま

だまだ至らない部分もあり、今後も継続して保護者相談、子育て支援などに力

を入れ、随時相談の場を設けて、保護者の要望に丁寧に応えられるよう取り

組んで行きたい。 

３ 保育者としての資質 
保育専門家としての能力、姿勢、責任

等資質向上を図る。 

全体的に担任の経験年数が長くなってきている事から、先を見通す力はそ

れぞれ付いてきていると思われる。一方で新しい事を積極的に取り入れる保

育と、マンネリ化している保育の差が、はっきりと活動に現れている部分もあ

り、保育者一人ひとりの資質の向上が必要と感じる。保育研修はリモートでは

あるが、出来るだけ参加するようにしており、保育者として必要な「知識の習

得」の機会には積極的に参加しているが、コロナ禍で対面研修（実技指導・公

開保育等）の機会が減っており、「技術の習得」は不足していると強く感じる。ま

た、学年を越えて全体で活動する場面では、以前よりは園児数が減少してい

る事等もあり、動きやすい・まとまりやすいと感じる一方で、全体の場を仕切る

時の、保育者の子どもへの声のかけ方や指示の出し方などは、まだまだレベ

ルが揃っていないと感じる。園内研修等を通して、また、年長者からの指導・ア

ドバイスによって、一人ひとりの保育に対する姿勢、子どもとの向き合い方、保

育者としての責任感などの見直しを図っていく。 

４ 保護者への対応及び家庭との
連携 
園児に関わる情報の発信と受信、保

護者のニーズの把握につとめ、要望

や苦情に適切な対応を図る。 

行事後のアンケートの回答結果からは、保護者の園への信頼・理解は概ね

得られていると思われる。ただ、行事前の不安から来る子ども達の気持ちの揺

れなどに、十分な配慮や不安の払拭のための対応が徹底されていなかった事

により、登園を渋る子が見られたり、保護者からの相談なども何件かあった事

から、今後は保護者との連絡や連携をより密接にし、細心の注意を払いなが

ら、すべての子ども達が安心して通い、楽しく過ごせる保育を目指し充実させ

て行く。保護者への情報提供は不足無く行われていると思われるが、最近は

紙媒体のお知らせ・プリント類はわりと早めに処分されている傾向にある事か

ら、ホームページの月間予定表の活用等、連絡の周知徹底を図って行く。ま

た、紙媒体以外の方法での情報提供の仕方を工夫し、連絡漏れや見落としが

無くなる様、より良い形を検討して行く。 

 
５ 地域社会との連携 
地域の自然や社会との関わり及び小

学校との連携を図り、地域開放の努力

をする。 

日々の保育の中で、地域社会の人々と何らかの関わりや接点を持つ事が、

昔に比べると難しくなっている現代社会の中であっても、地域住民の方に見守

られている幼稚園、そして子ども達が多くの地域の方々に支えられて成長して

いることを、子ども自身が感じられるような関わりの機会を、少しずつでも作っ

て行きたいと感じる。地域のいろいろな場所や施設に積極的に出かけ、そこで

の人々との関わりをもっともっと経験できる様に取り組んで行く。また、畜産農

家との交流は大変貴重な経験となっている事から、今後も継続していきたい。

小学校との連携は、難しい状況の中でも場を設定していただき、就学への期待

や準備に繋がっている。また、今年度から年長児の給食体験の機会が増え、

好き嫌いの克服、給食の量に慣れる練習が十分に出来、回を追う毎に残食も

減り、体験の成果が大変上がって来ている。 

６ 研修と研究 
研修・研究を積極的に行い、専門性を

高める努力をする。 

昨年度、課題として上げられていた「各自の専門性を高めるための研究」は

個々が何をどのように習得するかが明確化されず、「専門性」というよりは、保

育全般の知識の向上にとどまってしまっていると感じる。保育者同志が話し合
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い、誰が何を得意分野として研究するか明確にする事により、園全体の保育の

底上げに繋げて行きたい。また、特別支援教育など、まだまだ理解が足りない

部分は、関係機関の協力を得ながら、全ての保育者が、適切な支援を行える

技術を身につけられる様に学んで行く。 

 

７ 情報公開 

保育の現状等や自己点検・評価の結

果等を個人情報の保護に留意しつつ、

積極的に園便り等で情報公開する努

力をする。 

園だより・クラスだより、また必要に応じて出されるお知らせで家庭との連絡

をはかり、幼稚園の様子などを随時情報公開する様に取り組んでいる。また、

緊急性のある連絡は、メールでの配信により周知を行っている。しかし未だに、

メールの確認（開封）の徹底がされず、個別に連絡しなければならない問題も

ある。感染症・伝染病等の発生時には、緊急速報として随時状況をお知らせし

ている。また、昨年度の学校評価の結果や危機管理マニュアルその他の情報

は、ホームページで閲覧出来る様になっている。インスタグラムの配信は、多く

の保護者が閲覧しており、良い評価をいただいている。未就園児対象のちびっ

こ教室は、各幼稚園の「満３歳児保育」が定着してきたことや、留萌市の急速な

少子化、また保護者（母親）の就労が増加している事から、園児の弟妹であっ

ても低年齢から保育園に通う子も多く、人数は減少傾向にある。しかし就園前

の年齢の子どもたちが、保護者と一緒という安心感の中で同年齢の子ども達と

の遊びや関りを楽しみ、徐々に幼稚園（集団生活）に慣れていく事を基本に活

動する事の大切さを重点に、季節の行事等も取り入れながら、継続して実施し

て行く。 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

・当園の教育の柱となっている、キリスト教の精神と理念に基づいた宗教教育（特に「いのちの尊厳」）の取

り組みとしては、引き続き宗教指導の司祭による月に一度の「宗教の時間」を実施している。また司祭不在の週には、

園長が宗話を行う事で、より一層の心の教育に力を入れている。司祭による保護者対象のお話し会（月一回）も、保育

参観との抱き合わせで引き続き行っているが、その日の保育内容によっては（園外保育で子どもたちの様子が参観で

きない…等）、残念ながら参加者が少なくなる傾向がある。当園の教育の主軸となる「キリスト教的人間観」を理解して

いただくためにも、工夫しながら、引き続き参加の呼びかけを行っていく。 

・特別な支援を必要とする子どもだけでなく、全ての子ども達に目が行き届く様、必要な人材の確保が必要で

ある事から、今後も年間を通して必要な保育者（特に教育補助）を配置できるように努める。 

・様々な形での「支援」の必要性を強く感じた１年であったことから、市教育委員会には細かな情報提供を行

い、就学後に必要となるであろう支援のあり方を、園としてもしっかりと要請していく。 

・『幼児期の終わりまでに育って欲しい１０の姿』の共通理解に関しては、研修等により保育者の意識の改善

が見られている。しかしながら、小学校へのスムーズな接続に関しては、コロナ禍の影響もあり、積極的な交

流等の実施には至っていない。引き続きアプローチカリキュラムの具体化により、年間を通して保育に組み込

みながら取り組んでいく。 

・すべての子どもたちに目が行き届く安全な保育環境の整備は、一定数の保育者の確保、無駄のない人員配置により

強化されてきていると思われる。突発的な事故やケガ、また子ども同士のトラブルによるケガ（叩く、噛む…等）は日常

的にいつ起きるか予測できない事なので、今後も引き続き職員全員での見守り、事故防止に努めていく。 

・運動機能の個人差（体力の低下や筋力・体幹の弱さ）の改善のためには、今年度も体育講師による指導を中

心に実施した。また、人任せではなく、全ての保育者が子どもの運動指導を学ぶために、今年度も引き続き課

外スポーツ教室の時間に研修として交代で参加し、指導の仕方や幼児期に必要な運動について指導を受けた。

コロナの影響で講師が不在の時も、保育の中での運動教室は中止せず、保育者が指導を行うことが出来ている。 

・子ども達が地域社会の一員である事を分かりやすく伝える事が難しい状況下ではあるが、「留萌市および留

萌管内」の良さを子ども達に伝え、体験を通して感じる機会として、年長組のウキウキ思い出保育のプログラ

ムに、施設訪問を多く取り入れた。今後は年長児以外の子ども達にも、身近な環境の中で、地域との接点を出

来るだけ作って行きたい。 

・「いのちの尊さ」を伝える体験型保育はコロナの影響で実施困難なものもあったが、引き続き、畜産農家の

状況を聞きながら、実施に向けて計画していく。 

・音楽鑑賞会は実施する事が出来ており、子ども達の貴重な体験となっている。 

・引き続き保育者の専門性を習得できる機会を増やし、園全体の保育の質の向上を目指す。また、保育者間の

連携強化、情報共有の徹底に努める。 
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５．今後取り組むべき課題  

課   題 具体的な取組み方法 

安全管理 引き続き、保護者参加の防災訓練を実施し、保護者にとっても非常時の危機管理

や対応を再確認する良い機会になっていることから、今後も継続して行く。また、園

児を対象とした予告無しの避難訓練、状況設定をいろいろ変えての避難訓練も引き

続き実施していく。職員の救急講習、消防訓練、不審者対応の訓練なども、隔年で

実施している（今年度は普通救命講習を実施）。園内外の遊具の点検は学校安全計

画に沿って実施がより徹底された事から、遊具の安全管理と誤った使い方による事

故やケガの防止にも努めていく。衛生的な環境設定のため、コロナ感染予防とその

他の感染症の予防のための取り組みを園内、園バス内で継続していく。送迎バスの

事故防止・安全運転の更なる徹底、バス内の園児置き去りなど起きないようマニュア

ルを作成し、バス添乗者の注意の徹底に努める。 

特別支援教育 

 

支援を必要とする子ども達が年々増加の傾向にある事から、引き続き特別支援教

育の在り方、取り組み・体制の強化（人員も含め）に力を入れて行く。支援を必要とす

る幼児への関わりのみならず、クラス全体・園全体への指導方法を、実践を通して学

んで行く。幼児の発達に関わる諸機関との連携の強化、特に発達支援センターの

「保育所等訪問支援事業」は、専門機関のアドバイスや指導の仕方を学ぶ良い機会

となっており、また、療育機関・園・家庭のより密接な連携が構築されていると感じて

いる。訪問支援時には対象児以外の子ども達に関する保育者からの相談にも対応

していただき、大変有意義な場となっている。小学校へのスムーズな引き継ぎの面で

は、引き続き、保護者の理解を得るための話し合いの場を積極的に持つ。また幼小

接続カリキュラムの充実を図り、小１プロブレムの予防、子ども達が安心して教育を

受けられるための支援と、幼稚園としての役割を果たして行ける様に努める。                               

園に対する保護者の満足度

の把握 

本学園の建学の精神に則った独自性を充分に堅持しつつ、子育て中の保護者が

期待する幼稚園像を把握し、カトリック幼稚園に求められている事を確認する事で、

本園の方向性を再認識して行く。また、子育て中の保護者が幼稚園に対し、具体的

に何を期待しているのか、あるいは子育ての悩みや問題にも向き合い、様々な情報

に惑わされる事なく、安心して子どもを通わせることが出来る環境にして行く。職員一

人一人が子どもにも保護者にも満足、納得してもらえる保育を心掛けながら、協力し

て、より良い保育を行って行く。子育て支援に関しては母親の就労が増加の一途で

ある事を踏まえつつ、保護者ニーズに対応出来る受け入れ体制を整えていく。本当

に必要な支援（親にとっても子にとっても）とは何かをよく考え、また『教育機関』とし

ての役割から逸することなく、支援・対応を検討して行く。正しい情報提供と、保護者

の不安や不信感を払拭出来る様、積極的に相談の場も作って行きたい。 

６．学校関係者の評価 

１．『保育の計画性』に関しては概ね「満足」の回答であった。コロナ禍にあっても、徹底・工夫された感染対策により、

園外保育や行事を出来る限り実施したことに対する評価が高かった。また、就学に向けて経験しておきたい事（給食や

学校訪問、縄跳び等）が数多く取り入れられている事も評価された。一方で、「昨年度からの課題となっていた保育環

境の構成については、大きな変化は見られず、今後に期待する。」「園児の減少により手厚さがある反面、人数が多い

からこそ出来る成功体験が少なくなる事に対する不安。」等の意見も見られた。コロナが第５類に移行する事により、行

事時の制限や内容の見直しを望む声もあった。 

 

２．『保育の在り方及び対応』に関しては概ね「満足」の回答であった。特に危機管理のための各種マニュアルの見直し

とバス運行に関するマニュアルの新規作成、ケガの対応・応急措置を文章化した事が高く評価された。子ども同士のト

ラブルに関しても「迅速な対応で解決に至る事が出来た。」との評価も見られた。一方で、子どもの体力低下の課題に

ついては、「体力不足や疲れやすさはマスクの着用の弊害も考えられるのでは？マスクをする事のリスクを調べていた

だきたい。」等の意見もあった。コロナ禍以前から幼児の体力低下は指摘されてはいたものの、マスクの使用による弊

害に対する配慮不足は否めず、指摘は真摯に受け止めたい。また、園庭の地面の劣化に対するご心配もいただいた。

園庭は教会所有の土地でもある事から、今後協議し、子ども達が安全に活動できるように改善に努めたい。 

 

３．『保育者としての資質』に関しては、「やや満足」から「満足」の回答であった。それぞれの保育者に対しては、「どの
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先生にも安心して子どもを任せられると感じている。」「優しさと厳しさの両面で子ども達をしっかりと指導してもらえてい

る事に満足。」また、「保育活動や行事の完成度を見て、良い指導がされていると感じる。」等の評価があげられた。し

かし、コロナ禍でリモートが主流になってしまった事により、保育者の研修・研鑽不足の心配、それらを補うための園内

研修の時間の確保の必要性、保育内容や行事内容のマンネリ化、時代に合わないと感じる部分の指摘も見られた。こ

れらについては反省と共に、今の時代の保育に何が求められているのか、また子ども達に不足しているものや経験値

の少ない活動の分析等を通して、魅力ある保育を展開して行けるように取り組んで行く。併せて園児獲得のための一

助になる様、意見を活かして行く。 

 

４．『保護者への対応』に関しては、「やや満足」から「満足」の回答であった。昨年度同様に「園での様子、何かあった

時には小さな事でも報告があり、安心出来る。」「保護者対応は丁寧でとても良いと感じる。」「インスタグラムにより、園

での様子がより良く伝わり楽しみに見ている。」などの評価が継続してあげられていた。一方で、「ケガや体調不良の時

は詳しくお知らせしてもらえているが、日常的に子どもが園でどんな遊びをしているのか、誰と関わりが多いのか等、個

別面談以外にも、時々は子どもの様子を知らせて欲しい」との声もあった。また、「メールによる連絡は見落としが多く

徹底されていない。」「アプリでの配信を希望する。」との意見が増えている。緊急メール配信に関しては災害時の停電

等に強いプロバイダーを選んだ結果ではあるが、災害時以外の緊急連絡に使われる事が多いため、利用のしやすさ

の面からアプリの導入も検討して行きたい。 

 

５．『地域社会との連携』に関しては、概ね「満足」の回答であった。特に畜産農家への見学や交流は、「なかなか経験

できない貴重な体験を通して、子ども達が食べものに対する感謝の気持ちを持つ事が出来る」「家庭では出来ない事な

ので、今後も継続して欲しい」等の意見が多かった。高齢者施設への訪問はコロナ禍になって全く実施できない状況に

あるが、「幼児期において、高齢者への尊厳を育む教育は非常に良いことである。」との外部の関係者からのアドバイ

スを受け、コロナの状況を見ながら、時期を見て施設訪問を再開して行きたい。また「果樹園の見学や給食体験を通し

て、地域の特産品や地産食材を知る機会になっている」「職場訪問（現場訪問）を通して、地域で働く人達の姿を見る機

会になっている」等の評価もあげられた。保育者からは「なかなか連携とまでは行かず、計画・実行が難しい。」とされて

いる分野ではあるが、まずは出かけて行く機会を増やす事で、いろいろな関わりも出て来る事に期待し、積極的に取り

組んで行く。 

 

６．『研修と研究』に関しては、概ね「満足」の回答であった。保護者からは「保育参観の資料に、その日の保育内容と

研究の繋がりが分かるような伝え方があると良いのでは？」「情報手段としてのアプリなどをよく理解する人が、一人で

も２人でもいると新しい事が増えると感じる。」等の意見があげられた。外部関係者からは、「これからは多様化する子

ども達一人ひとりへの丁寧な対応、配慮のために支援計画を行う体制の整備が求められる。」「特別支援教育に関して

は、各関係機関との連携により、発達・保育・教育・医療などの多角的な視点で考えていく中で、専門性をさらに高めて

いける事を期待する。」などの助言を頂いた。他には「得手不得手がある中で、自分に足りないもの、もっと磨きをかけ

たい事を、しっかりと目標を持って新年度を迎えていただきたい。」との保護者からの要望もあった。 

 

７．『情報公開』に関しては、概ね「満足」の回答であった。「インスタで園の様子がよく分かる。」「子どもとの会話も増

え、楽しみに見ている。」等の良い評価が多く見られる中、「広く不特定多数の人の目に触れるものなので、モザイク等

の配慮を徹底して欲しい。」との声もあった事から、今後は更に気を付けて行きたい。「メール、インスタ、HP、お知らせ

（個別のメモなども含む）など、見るものがあっちもこっちもバラバラで、かえって見落としの一因になっている場合があ

る。学校関係のアプリの様に集約されたものを利用できないか検討して欲しい。」との要望もあがっていた。一方で「紙

媒体の情報も必要。アプリとの連動（情報共有）の形をとってもらえると出先などでも確認しやすい。」との意見もあっ

た。しかしながら少数ではあるが、そもそも紙媒体のお知らせをきちんと読んでいない、メールの確認が遅い（見ていな

い）保護者も一定数いる事から、まずは確認の徹底を図って行く必要もあると思われる。 

 

８．『その他』（項目外）として、年長児の給食体験の回数が増えたことにより、好き嫌いの克服、回を追う毎に残食の減

少が見られたことに対する高い評価があげられた。また今後、留萌市の「スクールランチ」導入にあたり、幼稚園での

給食にどこまで対応可能か検討を進めて欲しいとの要望があった。災害発生時及び防災訓練に使用する「園児引き取

りカード」について、枚数を増やす・回収ではなく提示だけにする等、各家庭によって必要枚数が違うとは思われるが、

足りない場合はネームホルダーを利用する等の工夫を検討して欲しいとの要望もあった。この件に関しては各家庭の

状況を調査した上で、適切な改善策を検討して行く。園バスの利用料金について「兄弟割引」や「長期休み前後の月の

減額」などの措置を望む声が複数あったが、どちらも年間にかかる経費を、利用者に平等に負担していただいている、

という事で理解をいただきたい。「ちびっこ教室」に関しては、少子化の影響もあるとは思われるが、低年齢の幼児に合

った活動内容の見直しや、より広く情報発信する事によって、在園児の関係者以外の幼児も入会が期待できるので

は？とのアドバイスをいただいている事から、これらを参考に改善に繋げていく。「冬季の駐車場入口」の問題の改善、

今後のマスク着用にあたっての方向性についての質問もあがっていた事から、新年度に向けて早めに検討し対応して

行く。 
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７．財務状況  

大手監査法人である太陽有限責任監査法人（東京）の監査を受け、適正に運営されていると認められている。また、

法人本部の財務状況報告により法人内各幼稚園及び学園全体の財務状況は職員の間に周知されており、共通理解

に立って効率的な運営に努めている。 

８．次年度、重点的に取り組む目標・計画 

・当園の教育の柱となっている、キリスト教の精神と理念に基づいた宗教教育（特に「いのちの尊厳」）が、子ども達の

心に深く根付くために、引き続き、より伝わりやすい工夫を検討しながら進めて行く。 

・特別な支援を必要とする子どもだけではなく、全ての子ども達に目が行き届く様、より良い環境の整備と必要な人材

の確保に努め、各関係機関との連携を取りながら、きめ細かな教育・保育を展開して行く。 

・小学校へのスムーズな接続と、アプローチカリキュラムの積極的かつ計画的な導入による教育の質の向上を図って

行く。就学前に身につけたい事を明確にし、園での取り組みだけでなく、保護者の理解・協力も得ながら進めて行く。 

・引き続き、安全な保育環境の整備と見直し、事故・ケガの防止に最大限努める。また、防災訓練や避難誘導訓練を通

して、保育者・保護者・園児が非常時に冷静に行動出来る様、その内容についても改善を図っていく。 

・運動機能の個人差（体力の低下や筋力・体幹の弱さ）を保育者がよく理解し、引き続き、日常の保育の中で積極的に

「体作り」に取り組んで行く。また、いろいろな運動を取り入れて行く事で、子ども達が飽きずに活動に取り組める様工

夫する。 

・子ども達が地域社会の一員である事を分かりやすく伝え、地域社会で生活する人々、働く人々を知る機会を積極的に

設け、出来る範囲で関わりを持つ活動を展開して行く。また、引き続き「留萌」の良さを子ども達に伝えるため、体験を

通して、留萌近郊の自然・施設・味覚（地産品）の素晴らしさを感じる機会を積極的に作っていく。 

・引き続き、「いのちの尊さ」を伝える体験型保育（畜産農家の見学）の実施。また、災害や紛争によって多くの命が失

われている事を、おにぎり募金の機会を通して、それぞれの年齢が理解できる言葉で伝えて行く。 

・音楽鑑賞・芸術鑑賞などの情操教育の機会を設け、実際に子ども達が見たり、触ったりする事で、より興味・関心を深

める事が出来る様取り入れて行く。また継続する事業については、内容がマンネリ化しないよう、吟味しながら進めて

行く。 

・長引くコロナ禍が日常的になりつつある中で、第５類への移行に伴い、保育や行事を全て「元に戻す」のではなく、コ

ロナ禍の経験を活かした内容の見直しを行ない、行事前の準備や練習の効率化により、保育者も子ども達も「ゆとり」

を持った取り組みを目指して行く。 

・子育てに対する保護者の悩みや不安を真摯に受け止め、一緒に考え、子ども達の健やかな成長の手助けとなれる

様、引き続き体制を整えていく。また、相談しやすい雰囲気作りを心がけて行く。 

・計画的に園内研修を取り入れながら、保育者間の保育技術の共有や継承、連携強化の徹底に努める。また、リモー

ト研修等を有効に活用し、保育者の専門性の習得、園全体の保育の質の向上をめざす。対面式の研修の再開にあた

っては、積極的に受講者の派遣に努める。 

・働き方改革を推進させる上で、職員の勤務体制の見直しや職場内の働き方の問題点を検証し、職員が働きやすく、

やり甲斐のある職場環境作りを目指す。また、保育や行事の多角的な見直しにより、保育者一人ひとりが、心に余裕を

持って保育にあたることで、子ども達に良い影響を与えることが出来る様に進めて行く。 

・預かり保育を利用する児の保護者が、安心して子どもを預けられるよう、担当職員のスキルアップ（飽きさせない内容

の見直し）や環境整備を図る。また、長期休み期間の長時間保育により、子どもの年齢差による体への負担を考慮し、

無理のない保育を検討して行く。 

・ちびっこ教室の体制および内容の見直しを図り、未就園児の入会の促進と、園児の増加に繋がるための働きかけを

広く展開していく。 

 

 


